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 “胎生”という生殖機構はヒトを含む哺乳類の大きな特徴であり、“胎盤”は胎生の要となる臓器で
あります。すなわち哺乳類が生物進化上でどのようにしてこの胎盤を形成する能力を獲得したのかは、

胎生機構の成立の解明の鍵と考えられるのです。最近、私たちはレトロトランスポゾンというウィル

スに似た配列に由来した遺伝子が、初期胎盤の形成に必須の機能をもつことを発見しました。これは

Peg10 (paternally expressed 10) という父親性発現インプリンティング遺伝子で、哺乳類にのみ特異
的に存在している遺伝子であることから、哺乳類の共通祖先のゲノムにレトロトランスポゾンが挿入

されて生成したものと考えられます。Peg10は哺乳類特異的臓器である胎盤の形成に必須な機能をも
つことが示された哺乳類特異的遺伝子の初めての例なのです。ヒトやマウスの全ゲノム解析の検索か

ら、Peg10の他にも同じ Sushi-ichiレトロトランスポゾンに由来する遺伝子群の存在が明らかになり、
これらが総ての真獣類に保存されていることを確認しました。そこで、このプロジェクトではこれら

Sirh (Sushi-ichi retrotransposon homologues) 遺伝子群の哺乳類の個体発生における機能を、体系的
なノックアウトマウス・トランスジェニックマウス解析により解明したいと考えています。また、哺

乳類の３つのグループ、すなわちマウスヒト等の真獣類（胎生）、カンガルーやコアラ等の有袋類（胎

生）、カモノハシとハリモグラからなる単孔類（卵生）における比較ゲノム解析から Sirh 遺伝子群の
由来を解明したいと考えています。これらの解析により、系統発生（生物進化）におけるレトロトラ

ンスポゾンの重要性が明らかできると考えています。すなわち哺乳類特異的 Sirh遺伝子群の機能解析
と由来解析から、哺乳類の個体発生を知り、哺乳類をモデルに系統発生機構を学ぶことを目的として

います。 
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Abstract of Research Project  

The evolution of viviparity - giving birth to live young- depended on the development of a placenta.  
PEG10 is a mammalian specific, retrotransposon-derived imprinted gene that plays an essential 
role in placental function.  It is conserved in mammals but is absent in non-mammal vertebrates, 
such as birds and fish. Therefore, it provides a good example that a mammalian specific gene 
plays an essential role for mammalian development through the formation of mammalian specific 
organ, placenta.  Importantly, there exist other Sushi-ichi retorotransposon homologues (Sirh) in 
mammals.  Our research goal is elucidating the mammalian evolution by revealing the origin 
and function of these Sirh genes.  It will also provide strong evidence that some retrotransposons 
have contributed to the mammalian evolution via acquiring new genomic functions. 
 


